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 Ⅳ  ２
論　　　説
（ ）４６（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─４６
　
　
　
　
民
事
訴
訟
法
学
上
の
議
論
と
し
て
は
、
損
害
は
不
法
行
為
時
に
全
額
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
実
体
法
上
の
根
拠
条
文
が
な
く
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
は
実
体
法
上
の
根
拠
条
文
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
選
択
は
原
告
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
債
務
者
の
無
資
力
の
危
険
を
債
権
者
に
負
わ
せ
か
ね
な
い
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
定
期
金
賠
償
に
つ
い
て
は
損
害
額
を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
該
当
す
る
と
し
て
、
原
告
が
一
時
金
賠
償
を
求
め
て
い
た
と
し
て
も
民
事
訴
訟
法
二
四
八
条
の
枠
内
で
金
額
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
一
部
認
容
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
が
、
賠
償
方
式
の
転
換
ま
で
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
（
岡
田
洋
一
「
定
期
金
賠
償
と
処
分
権
主
義
」
法
律
論
叢
八
七
巻
二
・
三
号
九
七
頁
、
一
二
〇
頁
以
下
）
も
あ
る
。
　
　
　
　
窪
田
（
前
掲
注　
）
六
〇
頁
は
、
逸
失
利
益
の
場
合
に
は
変
更
で
き
な
い
が
、
将
来
の
介
護
費
用
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
裁
量
の
余
地
を
認
３６
め
る
。
（　
）　
肯
定
説
は
、
支
払
形
態
が
異
な
っ
て
も
訴
訟
物
は
同
一
で
あ
る
こ
と
、
将
来
の
金
額
算
定
の
困
難
さ
を
回
避
し
中
間
利
息
の
問
題
も
生
ぜ
ず
当
事
４５
者
間
の
公
平
に
資
す
る
こ
と
、
被
害
者
の
生
活
保
障
に
優
れ
る
こ
と
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
創
設
で
事
情
変
更
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
を
論
拠
と
し
て
挙
げ
る
（
川
嶋
四
郎
『
民
事
訴
訟
法
』（
二
〇
一
三
年
・
日
本
評
論
社
）
二
六
六
頁
、
新
堂
幸
司
『
新
民
事
訴
訟
法　
第
六
版
』（
二
〇
一
九
年
・
弘
文
堂
）
三
三
五
頁
参
照
）。
　
　
　
　
大
島
（
前
掲
注　
）
八
一
頁
、
坂
田
（
前
掲
注　
）
一
八
九
頁
、
高
見
進
「
訴
え
提
起
の
柔
軟
化
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
二
八
号
七
三
頁
、
七
六
３６
３８
頁
、
藤
村
（
前
掲
注　
）
一
二
七
頁
は
、
原
告
ま
た
は
被
告
の
一
方
か
ら
定
期
金
賠
償
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
３８
　
　
　
　
勅
使
河
原
（
前
掲
注　
）
二
八
二
頁
以
下
は
、
一
時
金
の
申
立
に
は
予
備
的
に
定
期
金
の
申
立
が
含
ま
れ
る
余
地
が
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
否
定
３８
す
る
。
（　
）　
吉
村
（
前
掲
注　
）
一
二
一
頁
、
川
嶋
（
前
掲
注　
）
二
六
五
頁
参
照
。
４６
３５
４５
（　
）　
さ
ら
に
、
民
事
訴
訟
法
上
は
、
定
期
金
賠
償
が
紛
争
の
一
回
的
解
決
に
資
さ
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
（
川
嶋
（
前
掲
注　
）
二
六
五
頁
）。
４７
４５
（　
）　
円
谷
峻
『
不
法
行
為
法　
事
務
管
理
・
不
当
利
得　
第
三
版
』（
二
〇
一
六
年
・
成
文
堂
）
一
三
一
頁
、
藤
岡
康
宏
『
民
法
講
義
Ⅴ　
不
法
行
為
４８
法
』（
二
〇
一
三
年
・
信
山
社
）
四
〇
九
頁
参
照
。
（　
）　
保
険
会
社
も
破
綻
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
損
害
保
険
契
約
者
保
護
機
構
に
よ
り
一
定
の
範
囲
で
支
払
い
は
確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、
継
続
的
な
支
４９
払
い
可
能
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
改
正
さ
れ
た
養
育
費
の
履
行
確
保
に
つ
い
て
の
議
論
も
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
弁
済
期
未
到
来
の
債
権
に
つ
い
て
も
給
料
債
権
等
の
差
押
を
認
め
（
民
事
執
行
法
一
五
一
条
の
二
第
一
項
三
号
）、
審
判
を
行
っ
た
家
庭
定期金による逸失利益賠償
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─４７（ ）４７
裁
判
所
の
履
行
状
況
の
調
査
お
よ
び
勧
告
（
家
事
審
判
法
二
八
九
条
）、
義
務
の
履
行
命
令
（
同
二
九
〇
条
）
が
規
定
さ
れ
た
。
（　
）　
倉
田
（
前
掲
注　
）
二
〇
頁
、
楠
本
（
前
掲
注　
）
一
三
五
頁
、
塩
崎
（
前
掲
注　
）、
一
六
三
頁
、
藤
村
（
前
掲
注　
）
一
四
三
頁
参
照
。
５０
３４
３８
３９
３８
（　
）　
後
遺
障
害
の
症
状
固
定
後
訴
訟
係
属
中
に
別
原
因
で
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
逸
失
利
益
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
に
影
響
は
生
じ
な
い
が
死
５１
亡
後
の
介
護
費
用
に
つ
い
て
は
賠
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
日
判
決
・
民
集
五
三
巻
九
号
二
〇
三
八
頁
）
参
照
。
　
　
　
　
判
決
確
定
後
に
支
払
わ
れ
た
賠
償
額
を
変
更
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
判
決
に
お
い
て
井
嶋
裁
判
官
補
足
意
見
で
は
、
判
決
確
定
後
ま
も
な
く
死
亡
し
た
場
合
な
ど
に
は
請
求
異
議
の
訴
え
に
よ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
な
お
、
定
期
金
賠
償
は
、
被
害
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
終
了
す
る
と
の
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
、
楠
本
（
前
掲
注　
）
二
三
三
頁
、
倉
田
（
前
３４
掲
注　
）
二
〇
頁
が
あ
る
。
３４
（　
）　
増
額
に
つ
い
て
は
既
判
力
が
及
ば
な
い
と
し
て
、
事
情
変
更
に
よ
る
増
額
分
を
別
訴
に
よ
り
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
例
え
ば
後
遺
症
の
５２
改
善
な
ど
で
減
額
を
考
慮
す
る
こ
と
は
前
訴
判
決
の
既
判
力
と
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
（　
）　
類
似
す
る
規
定
と
し
て
、
明
治
民
法
九
六
二
条
「
扶
養
ノ
程
度
又
ハ
方
法
カ
判
決
ニ
因
リ
テ
定
マ
リ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
其
判
決
ノ
根
拠
ト
為
リ
タ
５３
ル
事
情
ニ
変
更
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
事
者
ハ
其
判
決
ノ
変
更
又
ハ
取
消
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
の
規
定
が
あ
る
が
、
家
事
審
判
法
（
現
在
は
家
事
事
件
手
続
法
）
の
制
定
に
伴
い
削
除
さ
れ
て
い
る
。
（　
）　
民
事
訴
訟
法
の
議
論
に
お
い
て
も
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
が
定
期
金
賠
償
の
実
体
法
上
の
根
拠
規
定
と
な
る
と
す
る
も
の
は
な
い
。
５４
（　
）　
判
決
の
基
準
時
に
お
い
て
基
礎
と
な
る
事
情
の
著
し
い
変
更
を
基
礎
と
す
る
た
め
、
将
来
発
生
す
る
継
続
的
不
法
行
為
に
基
づ
く
定
期
金
賠
償
に
５５
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
（
新
堂
（
前
掲
注　
）
六
九
九
頁
、
小
島
武
司
『
民
事
訴
訟
法
』（
二
〇
一
三
年
・
有
斐
閣
）
六
五
〇
頁
）。
４５
（　
）　
林
屋
礼
二
『
新
民
事
訴
訟
法
概
要　
第
二
版
』（
二
〇
〇
四
年
・
有
斐
閣
）
四
六
〇
頁
、
中
野
貞
一
郎
＝
松
浦
馨
＝
鈴
木
正
裕
編
『
新
民
事
訴
訟
法
５６
講
義　
第
三
版
』（
二
〇
一
八
年
・
有
斐
閣
）
四
八
八
頁
、
岩
井
（
前
掲
注　
）
四
五
四
頁
、
伊
藤
眞
『
民
事
訴
訟
法　
第
六
版
』（
二
〇
一
八
年
・
３９
有
斐
閣
）
五
三
三
頁
、
越
山
和
広
「
確
定
判
決
の
変
更
の
訴
え
」
伊
藤
眞
＝
山
本
和
彦
編
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
二
〇
〇
九
年
・
有
斐
閣
）
一
二
四
頁
参
照
。
　
　
　
　
さ
ら
に
、
判
決
の
執
行
力
の
変
更
、
す
な
わ
ち
将
来
行
わ
れ
る
強
制
執
行
の
債
務
名
義
の
変
更
を
目
的
と
し
た
特
殊
な
形
成
の
訴
え
と
す
る
立
場
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（
河
野
（
前
掲
注　
）
六
四
一
頁
）。
３８
論　　　説
（ ）４８（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─４８
（　
）　
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
後
発
的
に
生
じ
た
事
情
変
更
と
し
て
別
訴
に
よ
り
損
害
賠
償
の
範
囲
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
実
体
法
上
の
見
解
は
維
持
さ
５７
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
越
山
（
前
掲
注　
）
一
二
五
頁
）。
５６
　
　
　
　
た
だ
し
、
一
時
金
賠
償
を
認
め
る
確
定
判
決
に
つ
い
て
は
、
算
定
基
準
の
基
礎
事
情
に
大
幅
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
基
準
時
前
の
主
張
に
つ
い
て
合
理
的
な
期
待
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
既
判
力
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
新
堂
（
前
掲
注　
）
六
九
九
頁
、
４５
小
島
（
前
掲
注　
）
六
五
〇
頁
）、
判
決
確
定
の
七
年
後
に
強
制
執
行
に
及
ん
だ
と
し
て
も
権
利
濫
用
に
当
た
ら
な
い
限
り
認
め
ら
れ
る
と
し
た
事
５５
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
三
七
年
五
月
二
四
日
判
決
・
民
集
一
六
巻
五
号
一
一
五
七
頁
）
参
照
。
　
　
　
　
ま
た
、
一
時
金
賠
償
の
場
合
に
一
部
請
求
の
理
論
を
用
い
る
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る
（
伊
藤
（
前
掲
注　
）
五
三
二
頁
）。
５６
（　
）　
高
田
裕
成
「
定
期
金
賠
償
判
決
と
変
更
の
訴
え
」
竹
下
守
夫
＝
今
井
功
編
『
講
座　
新
民
事
訴
訟
法
Ｉ
』（
一
九
九
八
年
・
弘
文
堂
）
一
六
九
頁
、
５８
一
八
八
頁
参
照
。
　
　
　
　
問
題
と
な
る
の
は
、
判
決
基
準
時
に
お
い
て
予
想
で
き
な
い
後
遺
障
害
の
発
生
な
ど
、
同
一
事
故
に
発
生
し
た
損
害
で
あ
っ
て
も
既
判
力
が
及
ば
な
い
よ
う
な
損
害
に
つ
い
て
介
護
費
用
の
増
大
な
ど
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
別
訴
に
よ
る
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
判
例
は
、
一
部
請
求
の
法
理
を
用
い
て
、
別
訴
を
認
め
て
い
る
（
受
傷
時
に
は
予
想
し
え
な
い
口
頭
弁
論
終
結
後
に
生
じ
た
治
療
費
に
つ
い
て
既
判
力
が
及
ば
な
い
と
し
て
残
部
請
求
の
形
で
認
め
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
二
年
七
月
十
八
日
判
決
・
民
集
二
一
巻
六
号
一
五
五
九
頁
）、
交
通
事
故
の
調
停
成
立
後
予
想
し
え
な
い
被
害
者
の
死
亡
に
よ
る
子
の
慰
謝
料
請
求
権
は
排
斥
さ
れ
な
い
と
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
三
年
四
月
十
一
日
判
決
・
民
集
二
二
巻
四
号
八
六
二
頁
）、
新
堂
（
前
掲
注　
）
三
四
〇
頁
以
下
参
照
）。
４５
　
　
　
　
林
屋
（
前
掲
注　
）
七
八
頁
、
四
六
〇
頁
、
伊
藤
（
前
掲
注　
）
二
二
八
頁
以
下
、
松
本
博
之
＝
上
野
泰
男
『
民
事
訴
訟
法　
第
八
版
』（
二
〇
５６
５６
一
五
年
・
弘
文
堂
）
二
〇
五
頁
以
下
は
、
訴
訟
物
が
別
で
あ
る
と
し
て
別
訴
を
認
め
、
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義　
民
事
訴
訟
法　
上　
第
二
版
補
訂
版
』（
二
〇
一
三
年
・
有
斐
閣
）
六
三
四
頁
、
川
嶋
（
前
掲
注　
）
二
七
四
頁
、
小
島
（
前
掲
注　
）
二
八
五
頁
以
下
は
既
判
力
が
及
ば
な
い
と
４５
５５
す
る
。
（　
）　
伊
藤
（
前
掲
注　
）
五
三
三
頁
、
河
野
（
前
掲
注　
）
六
四
二
頁
、
小
島
（
前
掲
注　
）
六
五
〇
頁
、
岩
井
（
前
掲
注　
）
四
五
四
頁
、
新
堂
５９
５６
３８
５５
３９
（
前
掲
注　
）
六
九
八
頁
以
下
、
中
野
＝
松
浦
＝
鈴
木
（
前
掲
注　
）
四
八
九
頁
参
照
。
４５
５６
　
　
　
　
就
労
不
能
を
前
提
と
し
て
逸
失
利
益
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
前
訴
判
決
に
つ
い
て
被
害
者
が
快
癒
し
て
営
業
を
可
能
と
な
る
反
面
加
害
者
本
人
は
賠
償
義
務
を
苦
に
飛
込
み
自
殺
を
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
き
に
前
訴
判
決
か
ら
五
年
後
に
漫
然
と
執
行
を
求
め
る
こ
と
が
権
利
濫
用
に
当
定期金による逸失利益賠償
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─４９（ ）４９
た
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
三
七
年
五
月
二
四
日
判
決
（
前
掲
注　
））、
介
護
料
の
著
し
い
値
上
が
り
等
に
よ
り
現
実
５７
の
介
護
に
要
す
る
金
額
に
比
べ
て
著
し
く
不
相
当
と
な
っ
た
と
き
に
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
決
文
中
で
留
保
し
た
現
行
民
訴
法
改
正
前
の
事
例
（
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
八
年
十
二
月
十
日
判
決
（
前
掲
注　
））
参
照
。
２７
（　
）　
給
与
所
得
者
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
将
来
の
昇
給
等
に
よ
る
収
入
増
加
を
控
え
め
に
見
積
も
っ
て
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
事
例
６０
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
三
年
八
月
二
七
日
判
決
・
民
集
二
二
巻
八
号
一
七
〇
四
頁
）、
十
四
歳
女
児
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
女
子
労
働
者
の
平
均
賃
金
に
よ
り
算
定
す
れ
ば
家
事
労
働
分
を
加
算
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
六
二
年
一
月
十
九
日
判
決
・
民
集
四
一
巻
一
号
一
頁
）、
不
法
残
留
外
国
人
に
つ
い
て
三
年
間
は
日
本
で
の
収
入
を
そ
れ
以
降
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
収
入
を
基
礎
と
し
て
後
遺
障
害
逸
失
利
益
を
算
定
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
平
成
九
年
一
月
二
八
日
判
決
・
民
集
五
一
巻
一
号
七
八
頁
）
参
照
。
（　
）　
八
歳
男
児
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
算
定
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
一
概
に
請
求
を
排
斥
す
べ
き
で
は
な
い
が
男
子
の
平
均
賃
金
の
み
を
根
拠
６１
と
し
て
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
三
九
年
六
月
二
四
日
判
決
・
民
集
一
八
巻
五
号
八
七
四
頁
）
参
照
。
（　
）　
改
正
前
の
解
釈
論
と
し
て
、
四
〇
四
条
が
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
実
質
金
利
と
い
う
慣
習
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
と
い
う
見
解
（
川
井
６２
健
『
民
法
概
論
４　
債
権
各
論　
補
訂
版
』（
二
〇
一
〇
年
・
有
斐
閣
）
五
〇
六
頁
）
や
、
裁
判
官
が
訴
訟
進
行
中
に
法
定
利
率
不
適
用
を
宣
言
し
想
定
市
場
利
率
に
よ
る
べ
き
と
す
る
見
解
（
加
藤
雅
信
『
新
民
法
体
系
Ｖ　
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
』（
二
〇
〇
五
年
・
有
斐
閣
）
三
七
頁
以
下
）
な
ど
が
あ
る
。
（　
）　
七
歳
男
児
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
四
％
で
中
間
利
息
控
除
を
行
っ
た
事
例
（
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
十
二
年
三
月
二
二
日
判
決
・
判
時
一
七
６３
一
二
号
一
四
二
頁
）、
給
与
所
得
者
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
三
％
で
中
間
利
息
控
除
を
行
っ
た
事
例
（
長
野
地
方
裁
判
所
平
成
十
二
年
十
一
月
一
四
日
判
決
・
判
時
一
七
五
九
号
九
四
頁
）、
高
齢
者
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
就
労
可
能
年
数
の
期
間
に
つ
い
て
は
二
％
そ
の
後
に
つ
い
て
は
五
％
と
し
て
中
間
利
息
控
除
を
行
っ
た
事
例
（
津
地
方
裁
判
所
平
成
十
二
年
十
二
月
二
六
日
判
決
・
判
時
一
七
六
三
号
二
〇
六
頁
）
参
照
。
（　
）　
九
歳
男
児
の
死
亡
逸
失
利
益
の
中
間
利
息
控
除
に
つ
い
て
三
％
で
計
算
し
た
控
訴
審
を
破
棄
し
て
民
事
法
定
利
率
に
従
っ
て
計
算
す
べ
き
で
あ
る
６４
と
し
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
平
成
十
七
年
六
月
十
四
日
判
決
・
民
集
五
九
巻
五
号
九
八
三
頁
）
参
照
。
（　
）　
給
与
所
得
者
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
ホ
フ
マ
ン
式
計
算
方
法
を
認
め
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
三
七
年
十
二
月
十
四
日
判
決
・
民
集
一
六
６５
巻
一
二
号
二
三
六
八
頁
）
参
照
。
（　
）　
十
歳
女
児
の
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
式
計
算
方
法
を
認
め
た
事
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
五
三
年
十
月
二
十
日
判
決
・
民
集
三
二
６６
論　　　説
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巻
七
号
一
五
〇
〇
頁
）
参
照
。
（　
）　
井
上
繁
規
・
中
路
義
彦
・
北
澤
章
功
「
交
通
事
故
に
よ
る
逸
失
利
益
の
算
定
方
式
に
つ
い
て
の
共
同
提
言
」
判
タ
一
〇
一
四
号
六
二
頁
、
六
〇
頁
６７
以
下
。
こ
の
共
同
提
言
に
お
い
て
は
、
遅
延
損
害
金
が
法
定
利
率
に
よ
る
こ
と
、
個
別
の
利
率
認
定
作
業
が
適
正
か
つ
迅
速
な
事
件
処
理
の
要
請
に
よ
る
損
害
の
定
額
化
、
定
型
化
の
方
針
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
こ
と
も
提
言
さ
れ
て
い
る
。
（　
）　
こ
の
他
に
現
時
点
で
示
さ
れ
て
い
る
問
題
点
と
し
て
は
、「
損
害
賠
償
の
請
求
権
が
生
じ
た
時
点
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
か
ら
一
定
６８
期
間
を
お
い
て
顕
在
化
し
た
後
遺
症
の
場
合
に
ど
の
よ
う
に
基
準
時
を
と
る
の
か
、
将
来
生
じ
る
べ
き
損
害
に
つ
い
て
の
基
準
時
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
能
見
善
久
・
中
井
康
之
「
法
定
利
率
」
道
垣
内
弘
人
・
中
井
康
之
編
著
『
債
権
法
改
正
と
実
務
上
の
課
題
』（
二
〇
一
九
年
・
有
斐
閣
）
一
二
頁
、
大
塚
直
「
中
間
利
息
の
控
除
」
大
塚
直
編
『
民
法
改
正
と
不
法
行
為
』（
二
〇
二
〇
年
・
岩
波
書
店
）
三
頁
）。
（　
）　
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
集
第
三
集
第
四
巻
（
二
〇
一
七
年
・
商
事
法
務
）
五
一
八
頁
＝
部
会
資
料　
Ｂ　
一
一
頁
参
照
。
６９
７４
（　
）　
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針　
Ⅱ
』（
二
〇
〇
九
年
・
商
事
法
務
）
一
七
六
頁
以
下
、
奥
田
昌
道
編
７０
『
新
版　
注
釈
民
法
（　
）
Ⅱ　
債
権
（
１
）』（
二
〇
一
一
年
・
有
斐
閣
）［
山
下
末
人
・
安
井
宏
］
三
四
五
頁
参
照
。
１０
（　
）　
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
集
第
三
集
第
四
巻
（
前
掲
注　
）
一
五
四
頁
以
下
＝
第
八
三
回
議
事
録
二
一
頁
以
下
参
照
。
７１
６９
（　
）　
改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
＝
千
葉
恵
美
子
＝
片
山
直
也
＝
山
野
目
章
夫
編
『
詳
解　
改
正
民
法
』（
二
〇
一
八
年
・
商
事
法
務
）
一
一
７２
六
頁
以
下
、
大
村
敦
志
＝
道
垣
内
弘
人
編
『
解
説　
民
法
（
債
権
法
）
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
』（
二
〇
一
七
年
・
有
斐
閣
）
九
二
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
筒
井
健
夫
・
村
松
秀
樹
『
一
問
一
答　
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
』（
二
〇
一
八
年
・
商
事
法
務
）
八
七
頁
以
下
、
潮
見
佳
男
『
民
法
（
債
権
関
７３
係
）
改
正
法
の
概
要
』（
二
〇
一
七
年
・
き
ん
ざ
い
）
七
一
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
裁
判
実
務
に
お
い
て
逸
失
利
益
の
中
間
利
息
控
除
が
通
例
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
中
間
利
息
控
除
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
規
７４
定
を
お
か
ず
に
個
別
の
事
案
に
お
け
る
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
た
（
筒
井
＝
村
松
（
前
掲
注　
）
八
八
頁
）。
７３
　
　
　
　
な
お
改
正
過
程
の
議
論
に
お
い
て
も
、
別
途
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
（
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
集
第
一
集
第
五
巻
（
二
〇
一
二
年
・
商
事
法
務
）
八
七
頁
以
下
、
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
集
第
二
集
第
九
巻
（
二
〇
一
四
年
・
商
事
法
務
）
九
四
頁
以
下
＝
第
六
一
回
議
事
録
二
六
頁
以
下
）。
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第
四
章　
検
討
　
第
一
節　
令
和
二
年
判
決
の
概
要
　
本
判
決
が
示
し
た
の
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
逸
失
利
益
賠
償
に
つ
い
て
も
定
期
金
賠
償
の
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
の
場
合
に
定
期
金
賠
償
の
終
期
が
被
害
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
短
縮
さ
れ
な
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
　
　
第
一
款　
逸
失
利
益
の
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　
本
判
決
は
、
一
時
金
ま
た
は
定
期
金
に
関
す
る
民
法
上
の
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
定
期
金
賠
償
を
前
提
と
し
た
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
規
定
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
介
護
費
用
だ
け
で
な
く
、
逸
失
利
益
に
つ
い
て
も
定
期
金
賠
償
の
方
法
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
不
法
行
為
制
度
の
「
不
法
行
為
が
な
か
っ
た
と
き
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
」
と
い
う
目
的
と
「
損
害
の
公
平
な
分
担
を
図
る
」
と
い
う
理
念
に
照
ら
し
、
逸
失
利
益
に
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
、
将
来
に
お
い
て
取
得
す
べ
き
利
益
の
喪
失
が
現
実
化
す
る
た
び
に
賠
償
さ
せ
、
将
来
の
事
情
変
更
を
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
で
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
被
害
者
が
定
期
金
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
逸
失
利
益
に
つ
い
て
も
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
判
断
を
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
　
　
第
二
款　
定
期
金
賠
償
の
期
間
に
つ
い
て
　
次
に
、
定
期
金
賠
償
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
逸
失
利
益
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
に
死
亡
が
予
測
さ
れ
る
な
ど
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
就
労
可
能
期
間
の
算
定
上
、
被
害
者
の
死
亡
と
い
う
事
情
は
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
一
時
金
賠
償
の
場
合
の
判
例
法
理
と
同
様
の
説
明
を
維
持
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
期
金
賠
償
の
期
間
中
に
被
害
者
が
死
亡
し
た
と
し
て
も
、
判
決
時
に
定
め
ら
れ
る
終
期
に
至
る
ま
で
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
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た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
判
決
後
の
被
害
者
の
死 
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
「
著
し
い
事
情
の
変
更
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
小
池
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。
　
　
第
三
款　
本
判
決
が
判
断
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
　
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
や
学
説
上
の
議
論
と
の
関
係
で
、
本
判
決
が
判
断
を
下
さ
な
か
っ
た
点
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
原
告
で
あ
る
被
害
者
が
定
期
金
賠
償
を
求
め
な
か
っ
た
場
合
（
一
時
金
賠
償
を
求
め
た
場
合
）
に
定
期
金
賠
償
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
介
護
費
用
と
後
遺
障
害
逸
失
利
益
以
外
の
損
害
項
目
に
つ
い
て
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
第
二
節　
令
和
二
年
判
決
の
評
価
　
本
判
決
は
、
こ
れ
ま
で
最
高
裁
判
所
が
示
し
て
き
た
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
将
来
の
介
護
費
用
に
つ
い
て
は
定
期
金
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
基
準
に
、
逸
失
利
益
に
つ
い
て
も
定
期
金
賠
償
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
準
則
を
追
加
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
の
対
比
で
整
理
す
れ
ば
、
判
決
時
点
に
お
い
て
は
定
期
金
の
額
と
最
長
期
間
の
み
が
確
定
し
て
い
る
が
、
死
亡
に
よ
る
終
了
と
定
期
金
額
変
更
の
余
地
を
認
め
、
具
体
的
な
総
支
払
額
は
定
ま
っ
て
い
な
い
将
来
介
護
費
用
の
定
期
金
賠
償
と
、
総
額
が
判
決
時
に
定
ま
っ
て
い
て
期
間
中
の
変
更
が
生
じ
な
い
損
害
賠
償
の
分
割
払
い
と
の
間
に
、
定
期
金
額
と
支
払
期
間
が
定
ま
り
総
額
は
一
応
確
定
し
て
い
る
が
期
間
中
の
変
更
を
認
め
る
可
能 
あ
る
逸
失
利
益
の
定
期
金
賠
償
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
　
次
に
、
被
害
者
が
定
期
金
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
、
と
す
る
こ
と
で
裁
判
所
が
賠
償
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
枠
組
み
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
定
期
金
賠
償
の
方
が
総
支
払
額
が
増
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
（　
）
７５亡
が
（　
）
７６性
の
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も
指 
れ
て
き
た
よ
う
に
、
控
え
め
な
算
定
方
法
で
一
時
金
賠
償
を
求
め
る
原
告
に
対
し
て
は
裁
判
所
に
釈
明
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
ま
た
、
慰
謝
料
請
求 
よ
う
に
一
回
的
に
の
み
給
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
賠
償
請
求
権
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
の
介
護
費
用
と
後
遺
障
害
逸
失
利
益
に
定
期
金
賠
償
を
限
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な 
こ
の
点
、
本
判
決
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
定
期
金
と
一
時
金
の
差
異
は
不
法
行
為
時
に
確
定
し
た
損
害
の
賠
償
方
法
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
被
害
者
死
亡
の
場
合
に
も
理
論
的
に
は
定
期
金
賠
償
を
選
択
す
る
余
地
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
存
命
で
あ
る
場
合
に
限
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
定
期
金
賠
償
を
必
要
と
す
る
理
由
は
被
害
者
の
生
活
保 
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
扶
養
利
益
賠
償
と
す
る
場
合
は
別
と
し
て
、
被
害
者
死
亡
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
必
要
性
が
な
い
か
ら
、
不
法
行
為
の
目
的
と
理
念
に
照
ら
し
て
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
の
は
相
当
で
は
な
く
、
一
時
金
と
し
て
一
回
的
に
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
れ 
　
最
後
に
、
本
判
決
で
認
め
ら
れ
た
逸
失
利
益
は
、
平
均
賃
金
と
就
労
可
能
年
数
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
て
い 
具
体
的
な
収
入
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
少
者
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
算
定
方
法
で
あ
る
が
、
過
失
相
殺
で
減
額
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
一
時
金
の
方
法
に
よ
っ
て
総
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
中
間
利 
算
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
い
。
た
し
か
に
被
害
者
の
生
活
保
障
と
い
う
点
で
は
想
定
さ
れ
る
賃
金
相
当
額
を
定
期
金
と
し
て
支
払
う
と
い
う
方
法
は
考
え
ら
れ
る
が
、
支
払
総
額
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
加
害
者
に
一
時
金
の
場
合
よ
り
も
か
な
り
大
き
な
負
担
を
課
す
可
能
性
が
あ 
（　
）
７７摘
さ
（　
）
７８権
の
（　
）
７９い
。
（　
）
８０障
が
（　
）
８１る
。
（　
）
８２る
。
（　
）
８３息
は
（　
）
８４る
。
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第
三
節　
逸
失
利
益
の
性
質
論
と
定
期
金
賠
償
　
　
第
一
款　
逸
失
利
益
の
性
質
論
　
本
判
決
が
示
し
た
枠
組
み
は
、
逸
失
利
益
賠
償
、
そ
の
中
で
も
、
そ
の
算
定
方
法
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
本
判
決
が
扱
っ
た
年
少
者
の
逸
失
利
益
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
蓋
然
性
の
低
さ
か
ら
控
え
め
に
算
定
さ
れ
て
き
た
が
、
定
期
金
賠
償
の
方
法
が
現
実
的
に
活
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
現
に
就
労
し
て
い
る
被
害
者
の
場
合
と
同
様
に
賠
償
を
認
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
　
同
時
に
、
定
期
金
賠
償
を
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
後
遺
障
害
逸
失
利
益
と
は
ど
の
よ
う
な
利
益
で
あ
り
、
損
害
賠
償
法
上
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
同
時
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
一
時
金
賠
償
の
考
え
方
の
主
流
は
、
不
法
行
為
時
に
損
害
が
発
生
し
て
い
て
、
そ
れ
を
現
在
価
値
に
お
い
て
算
定
す
る
の
が
逸
失
利
益
の
賠
償
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
そ
の
内
容
も
判
決
時
点
に
お
い
て
確
定
し
て
お
り
、
定
期
金
の
方
法
は
そ
れ
が
一
定
の
期
間
ご
と
に
反
復
し
て
実
現
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
判
決
の
と
る
「
就
労
可
能
期
間
の
終
期
よ
り
前
の
被
害
者
の
死
亡
時
を
定
期
金
に
よ
る
賠
償
の
終
期
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
い
う
結
論
に
は
親
和
的
で
あ 
　
他
方
、
積
極
的
損
害
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
定
期
金
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
の
は
将
来
の
損
害
に
対
す
る
賠
償
で
あ
り
、
逐
次
損
害
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
定
期
金
に
よ
っ
て
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
成
立
し
う
る
。
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
が
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
判
決
時
点
に
お
い
て
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
損
害
に
つ
い
て
賠
償
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
損
害
賠
償
額
の
変
更
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
後
者
の
考
え
方
に
従
い
、
被
害
者
の
死
亡
を
終
期
と
す
る
定
期
金
賠
償
と
み
る
こ
と
に
な
る
。
　
逸
失
利
益
賠
償
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
は
、
死
亡
の
場
合
も
後
遺
障
害
の
事
例
に
お
い
て
も
、
不
法
行
為
時
に
損
害
が
確
（　
）
８５る
。
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定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
一
時
金
賠
償
を
念
頭
に
準
則
を
形
成
し
て
き
た
。
こ
の
準
則
は
、
原
則
と
し
て
不
法
行
為
時
に
お
け
る
被
害
者
の
具
体
的
状
況
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
収
入
減
少
の
な
い
労
働
能
力
の
喪
失
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
を
認
め
る
な
ど
一
定
の
制
約
は
あ
る
も
の
の
か
な
り
の
程
度
抽
象
化
さ
れ
た
損
害
算
定
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
批 
れ
て
い
る
よ
う
に
、
定
期
金
賠
償
に
ま
で
こ
の
考
え
方
を
広
げ
る
と
す
れ
ば
、
被
害
者
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
死
亡
し
、
あ
る
い
は
定
期
金
期
間
中
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
被
害
者
本
人
が
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
期
金
債
権
の
み
が
相
続
人
の
も
と
で
存
続
す
る
と
い
う
状
態
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
一
時
金
賠
償
に
お
け
る
逆
相
続
事
例
よ
り
も
観
念
化
さ
れ
抽
象
化
さ
れ
た
状
態
が
作
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
定
期
金
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
扶
養
利
益
賠
償
の
場
合
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立 
考
え
ら
れ
る
が
、
定
期
金
賠
償
の
方
法
は
逸
失
利
益
に
お
け
る
具
体
的
損
害
算
定
の
一
局
面
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
時
あ
る
い
は
判
決
時
に
お
い
て
確
定
し
て
い
る
の
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
基
礎
付
け
る
事
情
の
み
で
あ
り
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
は
基
礎
付
け
ら
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
時
点
で
具
体
的
に
算
定
さ
れ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
第
二
款　
定
期
金
賠
償
の
実
現
方
法
　
次
に
、
補
足
意 
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
い
う
「
著
し
い
事
情
の
変
更
」
に
何
を
ど
こ
ま
で
含
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
、
事
例
の
集
積
を
待
つ
こ
と
に
な
ろ 
問
題
と
な
る
の
は
、
被
害
者
が
定
期
金
期
間
中
に
死
亡
し
た
場
合
と
、
期
間
中
に
後
遺
症
が
重
篤
化
し
た
、
あ
る
い
は
緩
和
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
　
前
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
介
護
費
用
の
場
合
を
念
頭
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
た
め
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
そ
も
そ
も
積
極
的
損
害
が
生
じ
な
い
こ
と
と
な
り
、
当
然
に
請
求
権
が
消
滅
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
適
用
（　
）
８６判
さ
（　
）
８７場
も
（　
）
８８見
で
（　
）
８９う
。
論　　　説
（ ）５６（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─５６
は
、
装
具
等
の
物
価
変
動
や
、
職
業
介
護
人
報
酬
水
準
の
増
減
な
ど
に
よ
り
現
実
の
介
護
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
よ
う
な
金
額
に
つ
い
て
の
変
更
が
生
じ
る
事
態
を
想
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
が
逸
失
利
益
と
い
う
形
で
問
題
に
な
る
と
き
に
は
、
補
足
意
見
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
定
期
金
の
終
期
前
に
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
定
期
金
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
後
遺
障
害
逸
失
利
益
に
つ
い
て
は
一
時
金
賠
償
の
場
合
と
同
様
に
被
害
者
の
状
態
を
抽
象
的
に
算
定
す
る
以
上
、
終
期
と
し
て
設
定
さ
れ
る
就
労
可
能
年
限
に
至
る
ま
で
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
判
決
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
時
金
の
場
合
に
は
中
間
利
息
の
控
除
と
し
て
長
期
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
減
額
幅
が
大
き
く
な
る
た
め
、
こ
の
減
額
に
よ
り
不
確
実
性
を
担
保
し
て
い
る
と
も
評
価
す
る
こ
と
が
で
き 
に
対
し
て
、
毎
月
一
定
額
を
支
払
う
と
い
う
定
期
金
の
場
合
に
は
総
支
払
額
が
一
時
金
の
場
合
と
比
べ
て
か
な
り
高
額
に
な
る
た
め
、
終
期
ま
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
定
期
金
賠
償
は
、
毎
月
あ
る
い
は
毎
年
被
害
者
に
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
被
害
者
の
生
活
保
障
と
い
う
側
面
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
総
支
払
額
を
あ
ら
か
じ
め
決
定
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
被
害
者
の
生
存
期
間
に
つ
い
て
給
付
を
行
う
と
い
う
形
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
逸
失
利
益
に
つ
い
て
は
終 
定
め
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
死
亡
ま
で
と
い
う
形
で
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
控
え
め
に
算
定
さ
れ
て
き
た
年
少
者
の
事
例
に
お
い
て
も
、
定
期
金
期
間
中
に
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
算
定
を
行
え
る
よ
う
に
な 
　
後
者
に
つ
い
て
、
一
時
金
賠
償
の
場
合
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
考
え
方
に
従
え
ば
、
判
決
時
点
で
予
想
で
き
な
か
っ
た
後
遺
障
害
の
発
生
に
つ
い
て
は
既
判
力
が
及
ば
な
い
た
め
、
別
訴
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
べ
き
と
さ
れ
て
い 
こ
の
点
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
後
遺
障
害
の
程
度
の
変
更
と
い
う
文
言
の
解
釈
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
単
に
後
遺
障
害
に
と
（　
）
９０る
の
（　
）
９１期
を
（　
）
９２る
。
（　
）
９３る
。
定期金による逸失利益賠償
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─５７（ ）５７
も
な
い
生
じ
る
介
護
費
用
の
金
額
の
増
減
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
後
遺
障
害
そ
の
も
の
に
質
的
な
変
容
が
生
じ
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
質
的
な
変 
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
後
遺
障
害
が
重
篤
化
し
た
場
合
ま
で
は
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
既
存
の
後
遺
障
害
と
は
全
く
別
の
予
想
し
え
な
か
っ
た
後
遺
障
害
が
生
じ
た
と
き
に
も
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
範
囲
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
条
の
変
更
に
は
、
後
遺
障
害
そ
の
も
の
に
変
更
は
生
じ
て
い
な
い
が
そ
の
介
護
費
用
が
増
減
す
る
よ
う
な
場
合
、
後
遺
障
害
が
重
篤
化
し
逸
失
利
益
の
算
定
や
介
護
費
用
に
影
響
を
与
え
る
場
合
、
前
訴
判
決
時
点
に
お
い
て
予
期
し
え
な
か
っ
た
後
遺
障
害
が
発
生
し
考
慮
事
由
の
変
更
を
求
め
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
　
こ
の
点
、
後
遺
障
害
逸
失
利
益
賠
償
の
場
合
に
限
定
し
て
、
判 
立
場
か
ら
検
討
す
る
と
、
定
期
金
賠
償
の
期
間
中
に
全
く
別
の
後
遺
障
害
が
後
発
的
に
生
じ
、
か
つ
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
後
遺
障
害
等
級
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
差
額
を
別
訴
に
よ
り
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
時
金
賠
償
を
求
め
る
場
合
に
は
、
履
行
の
問
題
は
あ
ま
り
違
い
が
生
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
定
期
金
賠
償
の
場
合
に
は
、
毎
回
二
つ
の
債
務
名
義
で
そ
れ
ぞ
れ
別
に
履
行
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
実
現
過
程
に
お
け
る
煩
雑
さ
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
定
期
金
賠
償
の
期
間
中
に
後
遺
障
害
が
合
理
的
に
予
想
で
き
な
い
形
で
重
篤
化
し
た
と
き
に
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
範
囲
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
第
三
款　
逸
失
利
益
に
対
す
る
定
期
金
賠
償
　
逸
失
利
益
に
対
す
る
定
期
金
賠
償
は
、
最
初
の
判
決
時
点
に
お
い
て
は
損
害
賠
償
請
求
権
の
存
在
、
す
な
わ
ち
請
求
権
を
基
礎
付
け
る
根
拠
の
み
が
確
定
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
具
体
的
な
賠
償
請
求
権
の
内
容
は
定
期
金
債
権
と
し
て
行
使
さ
れ
る
時
点
で
定
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
時
点
で
具
体
的
に
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
害
者
死
亡
の
事
例
に
お
い
て
は
、
定
期
金
の
方
（　
）
９４容
と
（　
）
９５例
の
論　　　説
（ ）５８（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─５８
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。
現
行
制
度
上
、
最
初
の
判
決
時
点
に
お
い
て
損
害
賠
償
請
求
権
の
内
容
は
抽
象
的
に
算
定
さ
れ
る
が
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
制
度
に
よ
り
具
体
的
な
行
使
段
階
で
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り 
す
な
わ
ち
、
請
求
権
を
基
礎
付
け
る
事
情
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
判
決
時
点
で
の
定
期
金
額
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
相
当
と
さ
れ
る
重
大
な
事
情
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
損
害
の
質
的
お
よ
び
量
的
変
更
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
こ
と
で
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
具
体
的
に
算
定
す
る
。
（　
）（　
）
９６
９７
う
る
。
（　
）　
一
般
的
な
相
続
の
問
題
と
し
て
も
、
相
続
人
が
複
数
い
る
場
合
に
、
定
期
金
賠
償
に
よ
る
債
権
が
一
般
債
権
と
し
て
単
純
に
分
割
さ
れ
う
る
も
の
７５
な
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
特
に
、
兄
弟
姉
妹
、
さ
ら
に
は
そ
の
相
続
人
が
定
期
金
債
権
の
相
続
人
と
な
り
、
定
期
金
債
権
が
多
数
の
相
続
人
に
分
割
し
て
法
定
相
続
さ
れ
、
定
期
金
債
権
の
実
現
が
困
難
と
な
る
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
問
題
と
な
り
う
る
の
は
、
逆
相
続
型
の
事
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
長
子
の
後
遺
障
害
逸
失
利
益
に
つ
い
て
定
期
金
賠
償
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
定
期
金
給
付
期
間
中
に
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
定
期
金
賠
償
請
求
権
は
残
期
間
に
つ
い
て
親
が
定
期
金
債
権
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
さ
ら
に
親
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
次
子
が
相
続
す
る
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
後
に
単
な
る
定
期
金
債
権
と
な
る
の
か
ど
う
か
は
、
一
時
金
の
場
合
に
全
額
が
親
に
相
続
さ
れ
親
の
財
産
と
混
同
し
て
し
ま
っ
た
の
ち
に
相
続
さ
れ
る
と
い
う
場
合
と
実
質
的
に
異
な
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
な
お
定
期
金
債
権
と
し
て
存
続
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
こ
の
点
に
つ
い
て
同
様
の
懸
念
を
示
す
も
の
と
し
て
、
窪
田
（
前
掲
注
８
）
五
三
頁
以
下
。
ま
た
、
白
石
史
子
「
定
期
金
賠
償
の
諸
問
題
」
森
冨
義
明
・
村
主
隆
行
編
『
交
通
関
係
訴
訟
の
実
務
』（
二
〇
一
六
年
・
商
事
法
務
）
二
七
七
頁
、
二
八
〇
頁
以
下
は
、
被
害
者
死
亡
後
の
定
期
金
給
付
の
可
能
性
を
認
め
る
が
、
後
遺
障
害
逸
失
利
益
に
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
意
義
は
小
さ
い
と
す
る
。
（　
）　
本
判
決
の
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
死
亡
に
よ
っ
て
給
付
が
終
了
す
る
介
護
費
用
（
積
極
的
損
害
）
の
場
合
と
異
な
り
、
後
遺
障
害
逸
失
利
益
に
つ
７６
い
て
被
害
者
の
死
亡
に
よ
る
当
然
終
了
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
則
と
し
て
期
間
中
の
金
額
の
変
更
可
能
性
の
み
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
補
足
意
見
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
定
期
金
期
間
中
に
、
被
害
者
側
に
著
し
い
事
情
の
変
更
、
例
え
ば
被
害
者
の
死
亡
や
、
介
護
の
た
め
に
家
屋
の
改
築
を
す
る
な
ど
多
額
の
一
時
的
資
金
を
要
す
る
等
の
事
情
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
定
期
金
賠
償
を
一
時
金
賠
償
に
変
更
す
る
可
能
性
は
否
定
定期金による逸失利益賠償
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─５９（ ）５９
さ
れ
て
い
な
い
。
（　
）　
前
掲
注　
参
照
。
７７
４４
（　
）　
こ
の
点
は
、
一
部
の
下
級
審
裁
判
例
で
認
め
ら
れ
て
き
た
、
慰
謝
料
等
を
含
め
た
総
額
に
つ
い
て
の
定
期
金
賠
償
は
否
定
さ
れ
、
一
時
金
と
定
期
７８
金
を
組
み
合
わ
せ
て
賠
償
す
る
と
い
う
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
原
則
と
し
て
一
時
金
賠
償
で
あ
り
、
特
定
の
損
害
項
目
に
つ
い
て
は
定
期
金
賠
償
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
一
回
的
に
給
付
す
べ
き
性
質
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
判
決
に
お
い
て
一
回
的
に
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
分
割
払
の
方
法
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
（　
）　
死
亡
逸
失
利
益
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
や
、
逸
失
利
益
に
か
え
て
扶
養
利
益
が
賠
償
請
求
さ
れ
る
場
合
に
も
、
定
期
金
賠
償
の
方
法
が
考
え
ら
れ
７９
る
。
（　
）　
被
害
者
死
亡
の
場
合
に
も
、
遺
族
の
生
活
保
障
と
い
う
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
遺
族
の
生
活
保
障
を
中
心
に
賠
償
請
求
権
を
構
成
す
る
８０
の
で
あ
れ
ば
、
逸
失
利
益
構
成
で
は
な
く
扶
養
利
益
構
成
で
請
求
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
扶
養
利
益
と
構
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
子
が
成
人
す
る
ま
で
、
あ
る
い
は
配
偶
者
の
年
金
開
始
ま
で
と
い
っ
た
形
で
、
被
害
者
死
亡
後
も
扶
養
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
期
間
に
つ
い
て
は
定
期
金
賠
償
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
問
題
は
生
じ
に
く
い
。
（　
）　
中
園
（
前
掲
注　
）
一
〇
頁
参
照
。
８１
３４
　
　
　
　
判
例
（
最
高
裁
判
所
平
成
五
年
四
月
六
日
判
決
・
民
集
四
七
巻
六
号
四
五
〇
五
頁
）
は
扶
養
利
益
の
賠
償
も
認
め
て
い
る
た
め
、
被
害
者
死
亡
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
被
害
者
の
遺
族
等
の
生
活
保
障
を
重
視
し
て
定
期
金
賠
償
を
求
め
る
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
扶
養
利
益
の
賠
償
と
し
て
損
害
賠
償
額
を
算
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
（　
）　
本
判
決
で
は
、
年
少
者
の
場
合
の
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
定
期
金
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
場
合
、
８２
現
在
一
時
金
賠
償
で
認
め
ら
れ
て
い
る
「
将
来
の
昇
給
の
見
込
み
な
ど
も
加
味
す
る
」
算
定
方
法
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
三
年
八
月
二
七
日
判
決
・
前
掲
注　
）
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
特
に
、
当
初
の
判
決
時
点
に
お
い
て
、
将
来
の
昇
給
の
見
込
み
を
ど
の
よ
６０
う
に
定
期
金
賠
償
額
の
算
定
要
素
に
取
り
込
ん
で
い
く
べ
き
か
は
、
例
え
ば
十
年
後
に
は
昇
給
し
た
額
で
の
支
払
い
を
命
じ
る
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
昇
給
の
蓋
然
性
ま
で
判
決
に
取
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
一
一
七
条
の
変
更
の
訴
え
に
よ
る
と
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（　
）　
中
間
利
息
控
除
が
年
三
％
で
計
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
れ
ば
、
一
時
金
賠
償
と
し
て
認
め
ら
れ
る
金
額
に
つ
い
て
も
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
８３
論　　　説
（ ）６０（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─６０
る
。
具
体
的
な
金
額
の
差
に
つ
い
て
は
、
窪
田
（
前
掲
注　
）
三
八
五
頁
に
掲
載
さ
れ
た
表
を
参
照
。
３７
（　
）　
倉
田
（
前
掲
注　
）
二
六
頁
は
、
反
対
に
、
定
期
金
賠
償
の
場
合
に
は
被
害
者
死
亡
時
が
支
払
い
の
終
期
と
な
る
か
ら
、
損
害
賠
償
額
の
範
囲
が
８４
３４
狭
め
ら
れ
る
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
、
倉
田
（
前
掲
注　
）
八
頁
で
は
、
年
金
賠
償
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
４１
　
　
　
　
な
お
、
初
期
の
議
論
に
お
い
て
は
、
一
時
金
賠
償
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
加
害
者
に
つ
い
て
、
定
期
金
賠
償
で
あ
れ
ば
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
賠
償
義
務
者
の
支
払
能
力
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
賠
償
額
が
判
決
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
後
に
分
割
払
い
の
合
意
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
積
極
的
に
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
べ
き
根
拠
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
他
方
、
法
定
利
率
が
低
く
な
り
総
支
払
額
が
増
え
た
と
し
て
も
、
長
期
的
に
見
て
法
定
利
率
を
上
回
る
運
用
益
を
上
げ
う
る
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
賠
償
義
務
者
側
の
負
担
は
大
き
く
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
（　
）　
こ
の
見
解
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
で
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
定
期
金
期
間
中
の
金
額
の
変
更
で
は
な
く
、
補
足
８５
意
見
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
残
定
期
金
期
間
に
相
当
す
る
逸
失
利
益
の
現
在
価
値
を
一
時
金
賠
償
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
（　
）　
人
身
事
故
に
お
い
て
、「
生
命
や
身
体
そ
れ
自
体
の
侵
害
に
対
す
る
救
済
と
い
う
よ
り
は
死
傷
を
契
機
と
す
る
財
産
的
利
益
侵
害
に
対
す
る
救
済
と
８６
な
っ
て
い
る
」
と
批
判
す
る
見
解
が
あ
る
（
西
原
（
前
掲
注　
）
一
四
九
頁
）、
窪
田
（
前
掲
注
２
）
一
一
頁
、（
前
掲
注
８
）
五
四
頁
）。
３３
（　
）　
前
掲
注　
参
照
。
８７
３８
（　
）　
補
足
意
見
の
立
場
を
よ
り
積
極
的
に
評
価
す
る
と
す
れ
ば
、
被
害
者
が
定
期
金
期
間
中
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
遺
族
の
生
活
保
障
等
の
諸
事
情
８８
を
総
合
的
に
評
価
し
て
、
残
額
を
一
時
金
と
し
て
賠
償
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
に
は
、
後
遺
障
害
逸
失
利
益
の
賠
償
請
求
権
に
は
、
逸
失
利
益
と
し
て
評
価
さ
れ
る
部
分
と
扶
養
利
益
に
あ
た
る
も
の
が
併
存
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
（
前
掲
注
　
）。
３８
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
立
場
の
萌
芽
と
し
て
、
高
橋
（
前
掲
注
８
）
五
七
頁
は
、
逸
失
利
益
が
財
産
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
生
活
の
た
め
に
消
費
さ
れ
る
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
生
活
の
た
め
の
費
用
の
賠
償
で
あ
る
か
ら
介
護
費
用
と
同
様
に
定
期
金
賠
償
が
適
切
で
あ
る
と
論
じ
る
。
（　
）　
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
考
慮
要
素
と
し
て
賃
金
水
準
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
将
来
の
介
護
費
用
が
念
頭
に
置
か
れ
た
議
論
で
あ
８９
定期金による逸失利益賠償
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─６１（ ）６１
り
、
実
費
分
の
填
補
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
職
業
介
護
人
報
酬
の
増
減
は
定
期
金
賠
償
の
額
の
変
更
に
直
結
す
る
。
し
か
し
、
逸
失
利
益
の
場
合
を
考
え
る
と
、
一
時
金
賠
償
と
同
様
に
控
え
め
な
算
定
と
し
て
設
定
さ
れ
る
、
あ
る
時
点
で
の
給
与
水
準
が
、
そ
の
後
の
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
増
減
す
る
と
し
て
も
、
直
ち
に
賠
償
額
変
更
の
基
礎
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
本
判
決
の
控
訴
審
に
お
い
て
も
、
当
初
の
平
成
二
四
年
の
賃
金
水
準
か
ら
、
控
訴
審
時
点
で
の
同
二
七
年
の
水
準
に
変
更
す
べ
き
と
の
申
立
て
に
対
し
て
否
定
的
な
判
断
を
下
し
て
い
る
。
介
護
費
用
が
積
極
的
損
害
と
し
て
実
費
精
算
の
問
題
と
し
て
具
体
的
に
算
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
逸
失
利
益
に
お
い
て
は
不
法
行
為
時
を
基
準
と
し
た
抽
象
的
損
害
算
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
前
者
と
後
者
で
は
判
決
の
基
礎
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
著
し
い
事
情
の
変
更
の
捉
え
方
に
は
差
が
生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
他
方
、
本
判
決
で
も
問
題
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
年
少
者
の
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
場
合
に
は
、
定
期
金
の
始
期
が
十
年
以
上
先
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
と
き
に
は
、
定
期
金
の
始
期
に
お
け
る
平
均
賃
金
等
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
、
例
え
ば
始
期
の
属
す
る
年
度
の
平
均
賃
金
と
し
て
賠
償
を
命
ず
る
と
か
、
始
期
に
お
い
て
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
訴
え
を
提
起
し
、
当
該
年
度
の
平
均
賃
金
を
参
照
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
（　
）　
こ
の
点
、
本
判
決
の
補
足
意
見
は
、
中
間
利
息
控
除
の
問
題
は
等
価
性
を
保
つ
た
め
の
擬
制
的
手
法
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
賠
償
方
法
選
択
に
お
９０
い
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
事
由
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
債
権
管
理
の
負
担
と
同
様
に
、
事
実
上
の
問
題
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
妥
当
な
賠
償
額
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
総
額
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
支
払
い
が
な
さ
れ
る
の
か
も
考
慮
要
素
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
釈
明
権
の
行
使
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
被
害
者
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
定
期
金
の
方
が
保
護
に
優
れ
る
と
客
観
的
に
考
え
ら
れ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
（
前
掲
注　
）。
４４
（　
）　
定
期
金
賠
償
と
い
う
方
法
を
選
択
す
る
と
き
、
平
均
稼
働
年
齢
を
終
期
と
し
て
認
め
る
と
す
れ
ば
、
被
害
者
の
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
９１
現
在
の
取
り
扱
い
と
比
較
し
て
有
利
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
履
行
確
保
の
点
を
考
慮
す
る
と
定
期
金
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
の
は
保
険
会
社
が
相
手
方
と
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
国
や
自
治
体
と
異
な
り
破
綻
す
る
可
能
性
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
保
険
料
の
増
額
と
い
う
結
果
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
将
来
的
に
は
法
政
策
的
な
議
論
が
必
要
と
な
ろ
う
。
（　
）　
判
決
時
に
お
い
て
、
就
学
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
卒
者
の
平
均
賃
金
を
用
い
て
将
来
の
逸
失
利
益
を
控
え
め
に
算
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
現
実
に
９２
は
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
事
例
を
考
え
る
と
、
定
期
金
の
給
付
時
期
を
遅
ら
せ
る
と
と
も
に
大
卒
平
均
賃
金
を
用
い
て
算
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
論　　　説
（ ）６２（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─６２
（　
）　
本
判
例
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
二
年
七
月
十
八
日
判
決
）
は
民
事
訴
訟
法
改
正
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
こ
の
立
場
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
９３
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
上
も
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
（
前
掲
注　
）。
５８
（　
）　
例
え
ば
、
後
遺
障
害
と
し
て
生
じ
た
視
力
の
低
下
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
数
年
後
に
失
明
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
よ
う
な
後
遺
障
害
９４
の
症
状
の
程
度
の
変
化
に
つ
い
て
ま
で
は
同
条
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
視
力
低
下
の
他
に
記
憶
障
害
と
い
う
全
く
別
の
後
遺
障
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
別
訴
に
よ
る
べ
き
も
の
と
す
る
の
か
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
範
囲
内
と
し
て
扱
う
べ
き
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
介
護
費
用
に
つ
い
て
も
、
逸
失
利
益
に
つ
い
て
も
同
様
に
問
題
と
な
り
う
る
。
（　
）　
前
掲
注　
参
照
。
９５
５８
（　
）　
基
準
と
な
る
賃
金
水
準
の
変
動
が
あ
れ
ば
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
被
害
者
が
回
復
し
て
従
前
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
９６
た
場
合
や
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
定
期
金
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
（　
）　
こ
の
立
場
か
ら
本
判
決
を
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
被
害
者
が
現
在
の
状
態
の
ま
ま
平
均
余
命
期
間
を
全
う
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
平
均
稼
９７
働
年
齢
ま
で
の
定
期
金
賠
償
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
（
法
廷
意
見
）
が
、
そ
の
前
提
が
崩
れ
る
よ
う
な
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
例
外
と
し
て
定
期
金
を
終
了
す
る
（
補
足
意
見
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
定
期
金
期
間
中
の
事
情
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
を
直
接
適
用
し
て
定
期
金
額
の
変
更
を
認
め
る
。
第
五
章　
お
わ
り
に
　
以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
定
期
金
賠
償
を
認
め
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
に
被
害
者
の
救
済
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
反
面
、
そ
の
実
現
過
程
に
お
い
て
は
問
題
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
定
期
金
賠
償
に
つ
い
て
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
で
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
は
い
え
、
実
体
法
上
ど
の
よ
う
な
請
求
権
が
存
在
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
内
容
は
一
時
金
賠
償
を
求
め
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
内
容
に
お
い
て
も
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
特
に
逸
失
利
益
を
ど
の
よ
う
に
性
質
決
定
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
一
時
金
賠
償
を
念
頭
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
定期金による逸失利益賠償
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─６３（ ）６３
で
の
議
論
と
、
整
合
的
に
理
解
し
う
る
よ
う
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
そ
し
て
、
民
事
訴
訟
法
一
一
七
条
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
同
条
が
被
害
者
の
死
亡
に
よ
る
事
情
の
変
更
を
含
め
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
ま
た
後
遺
障
害
の
程
度
と
い
う
文
言
が
ど
こ
ま
で
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
同
条
に
よ
る
変
更
が
、
請
求
権
を
基
礎
付
け
る
事
実
に
つ
い
て
の
変
更
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
ま
で
は
い
え
る
と
し
て
も
、
成
立
し
た
損
害
賠
償
請
求
権
の
金
銭
評
価
に
の
み
関
与
し
う
る
規
定
、
典
型
的
に
は
賃
金
水
準
の
変
化
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
同
種
の
介
護
を
す
る
費
用
の
増
減
と
み
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
損
害
自
体
の
変
容
に
つ
い
て
も
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
規
定
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
、
損
害
と
そ
の
金
銭
評
価
の
問
題
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
法
と
民
法
の
架
橋
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
。
